
【令和７年度 出前授業・出前講座 実施報告】 
 
今年も各学校・大学にて出前授業・出前講座を実施いたしました。 
受講いただいた皆さまに心より感謝申し上げます。 
当初 5 件の講座を予定しておりましたが、諸事情により 
結果として 3 件の実施となりました。 
 
【実施報告】 
◆令和７年７月２３日（水） 

飯田 OIDE 長姫高等学校 建築学科 ３５名 
座学：「土地家屋調査士とは？」 

 
◆令和７年７月２４日（木） 

下伊那農業高等学校 教員５名 
平板測量（座学＋実習） 

 
◆令和７年９月１２日（金） 

信州大学 経法学部 ８名 
座学：土地家屋調査士の業務内容、 

土地・建物の登記の種類について 
実習：GNSS とトータルステーションを用いた         

測量図の境界点復元 
 
【実施に至らなかった講座について】  

毎年継続して開催の機会をいただいていた信州大学農学部につきましては、カリキュラムの変更に 
伴い、今年度より開催が難しい状況となりました。これまで長年にわたりお招きいただいたことに、 
心より御礼申し上げます。今後また機会に恵まれました際には、ぜひ再び開催の運びとなりますことを 
願っております。 

また、今年初めての開催を予定していた飯田 OIDE 長姫高等学校 社会基盤工学科につきましては、 
直前のインフルエンザによる学級閉鎖の影響により、残念ながら実施には至りませんでした。来年度こそ
実現できるよう、ご縁を大切にしながら準備を進めてまいります。 
 
【今後に向けて】 

出前授業・出前講座は、地域の教育支援を目的とした社会貢献活動の一環として実施しております。 
多くの皆さまにご参加いただき、土地家屋調査士の業務や測量の実際について理解を深めていただく 
貴重な機会となりました。今後も地域の活動に貢献できるよう、継続して取り組んでまいります。 
 
 

長野県土地家屋調査士会 
社会事業部 


